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要旨 

本論文ではブロードバンドアクセスサービスと、音楽配信・動画共有・オンラインゲー

ムというブロードバンドコンテンツサービスの間に生じる間接ネットワーク効果の推定を

行った。パネルデータを用いた離散選択モデルの推定結果から、現在の日本のブロードバ

ンド市場における ADSLから FTTHへの利用者の移行は、価格や速度といったアクセスの

属性ではなく、サービスの多様化によって生じた間接ネットワーク効果によるものである

ことが明らかになった。また、間接ネットワーク効果を無視した需要の価格弾力性の推定

値には上方バイアスが存在すること、間接ネットワーク効果の恩恵は高度なネットワーク

でより大きいこと、加入者増のブロードバンドコンテンツの多様化への貢献には技術間で

差がないことが明らかになった。また、ブロードバンドの高度化のためにはネットワーク

の中立性が寄与することを論じた。 
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*本論文の執筆に当たっては「情報通信政策研究プログラム」の研究会にて多数の有意義な助言を頂いた。 
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